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第 25回 

大橋よしひさ 

町政報告会資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とき 11月 11日（土） 午前 10時半より 

場所 中央公民館 
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Ⅰ 会期 

9月定例会日程（8/29～9/28）会期 31日間 

 

Ⅱ 一般質問 
 

1, 現状の体制で非常時の対応はできるのか。 

危機管理担当部署がない杉戸町。迫りくる危機に備え危機管理課を創設すべきでは。 

Ｑ：危機管理担当課を創設すべきでは。  

Ａ：どのような組織体制が杉戸町にふさわしいか検討を進めたい。 

Ｑ：今までに創設するような動きはあったのか。  

Ａ：検討した経緯はあるが、人員を増員するなどして対処してきた。 

Ｑ：危機管理担当者の勤務状況は。 

Ａ：超過勤務等が多いことは認識している。 

Ｑ：現場を預かる立場として人数が足りないという認識はあるか。 

Ａ：災害時には全職員一丸となって対応する。 

Ｑ：J アラート作動したときはどうするのか。 

Ａ：埼玉県が含まれれば、直ちに召集をかける。 

Ｑ：東部消防組合との連携は。職員派遣は。 

Ａ：消防団の講習などで講師として派遣されている。 
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2, リーダーのなり手不足をどう解消するのか。 

高齢化などにより、議員、区長、民生委員や審議会員などになるなり手が少ない。 

どのように解決していくのか。 

Ｑ： リーダーのなり手不足に対してどのような認識をしているか。 

Ａ：それぞれの分野における地域のリーダーとして活躍されている

方もいるので、今後もまちづくりに関心の高い方々がさまざまな

分野で行政に参加できるまちづくりを目指していきたい。 

Ｑ： 様々な対策が行われているが、根本的な課題の解決になら

ないと思う。解決するためには、町に愛着をもってもらう必要

があると考えるが。 

Ａ：誇れるようなものを確立していくことが必要だと考える。 

Ｑ：人材を育成していくことが大切ではないか。 

Ａ：団体の育成というのは、非常に大切だと感じている。 
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3, 道路に愛称を 

道路に愛称をつけることで町民に道路に対する愛着をもってもらうことはできないか。 

Ｑ：道路に愛称をつけては。 

Ａ：記念事業や観光事業と合わせて行う方が効果が大きいというこ

とになった。 

Ｑ：幸手市は市制 30 年、白岡市は市制 5 年で同じような事業をし

ている。なぜ、杉戸町ができないのか。 

Ａ：杉戸町でも記念事業があった際に考えていきたい。 

Ｑ：去年開宿400年だったが、そうすると今度はいつなのか。町民

が道路に愛着をもつためのきっかけになればと思い提案して

いる。町民からの要望があればと言っているが、町民がわざわ

ざ担当課に行って名前を付けてくれということがありうると思

っているのか。 

Ａ：窓口に来なくても、地域単位の要望であればその時点で検討し

たい。 

Ｑ：町民の町に対する関心が低い。だから関心を高めるためにも、

あったらいいと思うことに応えていかなければいけないと感じ

ている。道路に名前をつけることは緊急性がないが、声なき声

に耳を傾ける必要があるのでは。要望がなければ必要がない
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というのはさびしい。 

Ａ：愛称が根付くことが大切になるので、どう調査するのか、検討し

ていきたい。 

Ｑ：観光地には～通りというものが多い。杉戸宿めぐりにも役立つ

のではないか。 

Ａ：商工の面から見ればプラスになると考える。 

Ｑ：公称、通称、愛称が混在するとしている。しかし、町民は公称で

道路を呼ばないし。通称もない道路もある。日光街道のように

通称がある通りに、愛称をつけろとも言っていない。通称を広

げる努力をすべきではないか。 

Ａ： 今後調査研究をしていきたい。 
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② 議員一般質問 

 9 月議会では、11 人の議員が一般質問を行いました。 

須田恒男 平成30年度予算の取り組み方針は 

東武動物公園東口通り線整備等、今後の考えは 

集中豪雨対策は 

伊藤美佐子 防災対策の進展は 

視覚障がい者の支援対策は 

町長選挙・町議会議員補欠選挙の検証結果は 

石川敏子 小中学校の普通教室へのエアコン設置は 

学習支援の取り組みを 

若者や若い世帯の定住は 

実効性のあるごみ減量化や雨水対策を 

阿部啓子 第７次介護保険事業計画策定に対する町長の方針は 

巡回バスは見直しを 

図書館の運営方法の見直しは 

平川忠良 杉戸屏風深輪地区産業団地の今後は 

自転車事故対策は 

ミストシャワーの状況は 

南側水路の整備計画の見直しは 
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森山哲夫 国保の都道府県化にどう臨むのか 

中央公民館の再整備について 

大橋芳久 現状の体制で非常時の対応ができるのか 

リーダーのなり手不足をどう解消するのか 

道路に愛称を 

濵田章一 災害が起きたときに命をつなぐ備蓄は 

仁部前崇 冷夏における町の対応は 

「宿場まつり」について 

原田壽々子 まちの住みごこちについて 

コンビニ行政サービスについて 

子育て支援の充実について 

宮田利雄 地域創生について 

住みごこち100％のまちづくり推進の取組は 

東武動物公園駅東口通り周辺の開発について 

産業祭について 
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 Ⅲ 議案 

 3 月議会では、議案など 15件を審議しました。 

 

番号 議案名 結果 

２９ 杉戸町教育委員会委員の任命について 同意 

３０ 杉戸町道路線の廃止について 可決 

３１ 杉戸町道路線の認定について 可決 

３２ 杉戸町道路線の変更について 可決 

３３ 平成２８年度杉戸町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

可決 

３４ 平成２８年度杉戸町水道事業会計決算の認定及び剰余金

の処分について 

可決 

３５ 平成２８年度杉戸町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

可決 

３６ 平成２８年度杉戸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

可決 

３７ 平成２８年度杉戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

可決 

３８ 平成２８年度杉戸町介護保険特別会計歳入歳出決算の認 可決 
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定について 

３９ 平成２９年度杉戸町一般会計補正予算（第３号） 可決 

４０ 平成２９年度杉戸町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号） 

可決 

４１ 平成２９年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

可決 

４２ 平成２９年度杉戸町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

可決 

４３ 平成２９年度杉戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 

４４ 杉戸町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 

４５ 杉戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

可決 

議

請１  

請願書（杉戸町のすべての小中学校、幼稚園の普通教室に

すみやかにエアコンの設置を求める件） 

不採

択 

決

議１  

町立幼稚園及び小中学校の普通教室へのエアコン設置を

要請する決議 

原案

可決 
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Ⅳ 全員協議会より 

【 7月19日（水） 】 

（１） 中央幼稚園保育棟改築工事にあたっての基本的な方針について報告す

るもの 

（２） （仮称）杉戸町避難行動要支援者登録制度について 

 

【 8月17日(木) 】 

（１） 損害賠償の請求に関する和解及び損害賠償の額について 

 

【 8月29日(火) 】 

（１） 東武動物公園駅東口駅前広場整備に関する協定書（案）等について 

（２） 財産（土地及び建物・物品）に関する調書について 

 

【 9月27日(水) 】 

（１） 国民健康保険広域化の進捗状況について 

 

【 １０月１８日(水) 】 

（１） 埼玉県町村情報システム共同化推進事業への参加について 

（２） 平成２８年度杉戸町一般会計歳入歳出決算書及び平成２８年度施策成

果表の誤りについて 

（３） （仮称）杉戸町第二流灯工房建替に伴う基礎構造の変更について 
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Ⅴ その他 

 ・ 11月19日(日) 宿場まつり 

 

 ・ 杉戸町町長選（7月9日施行） 40.71％ 

    古谷松雄 7520票 

    都築能男 4351票 

    上田聡  3546票 

 ・ 杉戸町議会議員補欠選挙  

    原田壽々子 8521票 

    関川剛史 5728票 


